
本学の仏教行事について

　本学の建学理念を下記の仏教行事を通して具現化し、建学の精神を涵養するものです。学生の皆さんは機
会を捉えて積極的に参加し、人格陶冶の一助として欲しい。

＊入学式（花まつり） ４月８日は私たちの進むべき道を示されたお釈迦様がお生まれになった日で
す。入学式に先立ち、お誕生のお喜びを表す「降誕会」をおこない、誕生仏
に甘茶を注ぎお祝いをします。

＊新入生合同祖山参拝 入学にあたり、浄土宗を開かれた法然上人ゆかりの浄土宗総本山知恩院に
おいて建学精神「三宝帰依」並びに校訓「四弘誓願」に基づく修学を誓い
ます。
仏教体験を通して教員との親睦を深め、そして生涯を通しての良き友人を
得るきっかけとなるよう開催します。Ⅰ回生は全員参加します。

＊培根アワー（別時念仏） 法然上人は、口称念仏を第一義とされた。そのことを体感することで上人
を知ること、自分の修養のために時を別に定め念仏修養するものです。毎
月１回光暁館４階最勝殿(仏間)にておこなっています。当日はロータリーに
五色の仏旗を掲げて案内します。昼休みの12時20分から12時50分の間、念
仏修養と主に学園長の法話をおこないます。

＊聖日平和の鐘 京都文教大学設立を記念してロータリーに総願の鐘(梵鐘)が建立されまし
た。浄土宗では法然上人の月命日の25日を聖日とし、世界平和を願って平
和の鐘を撞く日と定めています。本学でも培根アワー当日の昼休み時間に
おこなっています。

＊聖句等の掲示 仏教から発せられる言葉は、私たちの日常生活のなかで活かされていま
す。宇治キャンパス内に仏教の聖句や経典の偈文を掲示板に掲示していま
す。目にとめて熟読吟味してください。

＊教材供養・動植物慰霊

（成道会）

１２月８日は仏教を開かれたお釈迦様がお悟りを開かれた日(成道の会)で
す。その日を記念して成道会という法会をおこないます。本学ではその時
に生きとし生けるものに感謝する気持ちと、教育研究にともなう様々な教
材に対して感謝の心を持って供養します。

＊尋源研修 卒業を前にして、Ⅱ回生が在学中の２年間、無事学業等が成就できたことに
感謝し、新しい旅立ちの無事を願い、浄土宗総本山知恩院にお礼のお参り
をします。Ⅱ回生は全員参加します。

＊物故者追悼会 本学に在学中の学生及びその親族の方でご不幸にも亡くなられた方の供養
のために追悼会をおこないます。

＊卒業式・学位記授与式 卒業式に先立ち、卒業生はもとより参列者ともども、この日を迎えられた
ことを仏に感謝するために仏教儀式をおこないます。

※上記の行事以外にも遺跡参拝や仏教寺院、仏教美術を拝観する会も予定しています。
　また、機会を得て本学伝統行事「授戒会」をおこないたいと思っています。
※諸般の都合で一部変更することがあります。
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建学の精神
　　　　　　　　　  　～仏教精神に基づく人間育成～
　　　「謙虚にして真理探究」「誠実にして精進努力」「親切にして相互協同」

学長　森井　秀樹　

　本学は『仏教精神に基づく人間育成』を建学の精神の基本としています。仏教精神の根本である三宝帰依

（帰依仏・帰依法・帰依僧）」を、初代学長の三枝樹正道先生は「謙虚にして真理探究」「誠実にして精進努

力」「親切にして相互協同」とわかりやすく表現され、本学の建学の精神となっています。これは本学で学

ぶ基本的な心構えをも示しています。

　「謙虚にして真理探究」は、自分自身の問題探求心や思考力、解決能力の足りなさを謙虚に反省しつつ学

問研究に勤しみ、真実を明らかにすることを意味しているとともに、どのように生きていくか、いただいた

「いのち」をどのように生かしていくか、謙虚に今までの自分を振り返りながら、真実に気づき、物事の本

質を見極める力を培っていくことが大切であることを示しています。身のまわりのものに目を向け、興味・

関心を深め、自分を見つめ直すことの大切さや、自分自身や他者の内面的真実や自然界の営みにおける真実

に気づくことに大きな意味があります。この宇宙に存在する人間・動物・植物・モノすべての、かけがえの

ない「いのち」を大切にして欲しいと思います。「いのち」の存在の意味、宇宙という世界の真理に気づく

ことの大切さを教えてくれています。

　この「謙虚にして真理探究」には、この宇宙に存在する、人間・動物・植物・モノすべての、かけがえの

ない「いのち」の尊さに目覚める「仏に帰依する」という仏教精神が込められています。

　「誠実にして精進努力」は、誠実に社会の秩序を守り、与えられた本分に精一杯努めることが大切である

ことを示しています。世の中のすべてのものは単独では存在できません。あらゆるものとの関係性（縁）に

よって成り立っています。私たちは一人で生きているのではなくて、あらゆるものとの関係性の中で生かさ

れています。自然からの豊かな恵みをいただいて生かされていることに感謝し、身のまわりの環境を大切に

する心を育んで欲しいと思います。自分一人で生きているのではなくて、まわりのすべてによって生かされ

ていることに気づくことの大切さを教えてくれています。

　この「誠実にして精進努力」には、ものごとを、さまざまなものとの関係性の中でとらえていく「法に帰

依する」という仏教精神が込められています。

　「親切にして相互協同」は、共生（ともいき）の精神で、すべての人・動物・植物・モノと共に助け合って

生きていくことが大切であることを示しています。私たちは一人では生きていくことは出来ません。世の中

のすべての恩恵を受けて生き・生かされています。さまざまな知識や技術・技能を修得して、この社会の中

で、実力者として力を発揮するのみならず、思いやりの心を持ち、社会に貢献する尽力者になって欲しいと

思います。そのために、自分自身が思いやりのある心、温かい心、そして感謝する心を持たなければならな

いことに気づくことの大切さを教えてくれています。

　この「親切にして相互協同」には、生かされ生きる共生社会を目指す「僧に帰依する」という仏教精神が

込められています。

　本学で学ぶ学生のみなさんには、世の中のすべての生きとし生けるものが共に生かされて、平和で希望に

満ちた世の中になるようにとの願いが込められている「建学の精神」をよく理解していただき、日々の学業

に励んでほしいと思います。そして、明るい希望に満ちた学生生活となることを心より祈っています。
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